










































た心学が、武家に対 ては全く精神修養の学として働き掛け いたのである。大衆へ向っ 行ふ道話の際には修行唱を持出すなといふのが堵庵起筆の『社中規約』の建前であるが、武家に対しては道話と共に修行唱を以て出発する が慣はし
、 同 上 、 一 一
J
であっ






























何を意味するものであろう 。月に三回だけと言 講 であってみれば日々のことに関す 記録、文書が多く残存し、心学関係のものが見当らないとしても無理はないことであるのかも知れない。










































ーよ刻とするが、．場合によっては辰下刻となることもある。日間報酬 、元祖石田勘平以来、欲情を退けるように教示し来っている通りで、．そ ような俗事には別 望みもないと言うことであるので、
一
箇年銀五枚も与えたならば外聞もよかろう
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U成触2ハ御書徳2川禁ハ拠典
考徳警 ’ 候可申放遺遣不及伺、也世銭差応之草相顕候相J旨守、類致湯度治L、疫i蹟病叉者之毒31 候可申儀不及伺取計ハ十厳等之或二ハ手分之鎖各当 30
成〉御警天門保集 遣放遣可由候相手応当いたL相度願候旨はY 煩候者致治、預病叉相癒毒J 、53 
令考、〆徳禁1、~ 致候事可ニ念大切火之元入61 事為可無用儀堅外江候門出60 
成）六月御警天霊ハ川〉徳四月

























付右帳面通を以只今迄御仕置仕候得共不相当之儀も有之候間一勝御定書を元－一仕寄場御仕置組直 候方一一可有之哉と奉存候」と言い、旧来の仕置書（即ち寛政四年十一月のもの）と、自分達の改正意見 （即ち寛政九年間七月のもの）とをそれぞれ相添えて出した。この改正意見はそのまま容れられ 。改正の眼目がどこに夜った と言えば、一見直に分かるように、大体すべてに亙って寛刑にしたと言う点である。殊に盗み 逃亡の点については細かい区別をつけ、従来一括して「死罪」と扱われていたようなところを最高は死罪とするも順次情状により、一等宛を減じている。そうして臼「寄場より引渡候後之悪事ハ都而御定書之通御仕置可申付候 との規定は七年以来の考を反映したも に外なら かった。
このような罰則は無宿者逮を寄場に収容するに際して、これこれのことをすればこれこれの罰と言うことを一
一読み聞






















るものではなかったのでこれに賛意を表した。而 て、他 はこ よう 寛刑主義で 、無頼漢などの逃亡は益々増加するとの非難があったであろう。そこで小田切、根岸は自ら答申集中に右のような説もあるがとこの説を掲げた後に之を駁している である
D
すなわち寄場取立の当初においてはかかる逃亡者、規則違反者の取締り、刑罰の執行は長谷川平蔵の







谷川平蔵取りきめ当時の墜国一一なもの そ まま読みあげ 威嚇し おな
Jば何の差支えもない話である
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全く同じであることの外、各々の条文の立て方が同一である点からも明白である。しかも、寛政十年度においてはまだ刑罰を明示していたのに対し、文化二年度のものになると、すべて「右之始末有之においてハ急度御仕置可申付事」とぼかした抽象的表現が用いられ よ なっている口これも、当局の手加減 余地を多少なりとも容れたものと ることが出来、一層寛刑主義になっ とを示すものであろう。‘，
文政三年度の改正は、 年に江戸払以上の者も寄場に収容することになった（明ドゆ照）ことに関聯している
c註 ハ 別 ） 追















持する旨を老中へ答申した。この答申中において片眉剃落など ことは長谷川平蔵掛りの時一旦伺済の准例も にはあるが、寄場取立の御仁恵の御趣意 は相応しくないと言っている。
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た文政三年八月十二日附の「江戸払以上追放等之者人足寄場ヘ差遣候儀奉伺候書付」（閑馴禁令考）によると追放刑者に対し「恥前其段寄場奉行江相違凡五ヶ年 相立候上三間御構場所外 ものより引受相願 ハ、引渡遣し候様仕度」し ある。
（山）「寄場人足旧記留」所収
乍恐御書付奉願上候一、御地所』一罷在侯浅草谷五郎儀永よ奉蒙御高恩御役所向御修復中茂出精仕猶叉外出小使被仰付是迄段よ首尾能相動誠品心体茂相直り侯様－一乍恐奉存候ニ付私引取末よ迄も身分相納り候様ニ世話いたし差遣申度奉存候間何卒、御慈悲ヲ以願之通御引渡（ 被 脱 カ 〉成下候様偏奉願上候、以上






























































































































但し後悔致し立帰候ハマ重敵」と規定されて る。きすれば「死罪」というのは、 こ 「威嚇」のため旧規定を読みあげるとレうに等しく、役人が秀蔵 なるべく引受けぬようにする めに 威嚇として旧規定をあげたのであろうか
。
あるいはまた文化二年
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∞ 〉 ハ
HAH
））問題ない
が
「徳川禁令考」が「
憲法
類
集
」から引いた寛政二年
二
月二十六日
の松
平越中守殿御渡（註（日〉〉
で
はそれぞれ米五千
俵
、
三千俵
と誤っている。
（印〉「寄場役所、見合物勤仕留」所収（「日本近世行刑史稿」所引〉（問〉（別〉註ハ釘〉に同じ
。
（m
）註ハ
m M
〉に同じ
。
な
お
この書類中、寛政五年度は支出金額、文化十四年度は繰越高、弘化二年度
は
収入金額の計算からそれぞ
れ、金銀比価が両に五四匁替、六
O
匁替、六
O
匁替で
あ コ
たのが分か
る
ことを附記しておく
。
（山）「市中取締類集」人足寄場ノ部
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